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ポンド円の今後について
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講師　小林芳彦
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おさらい（Jul　3） ドルインデックス　Daily

7769

現状の日足は揉みあいながらもダウントレンドチャネルの中で下
値模索状態といえる。7900を割り込むと下値リスクをインターバン
クが意識し始めると考える。
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7833     
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8137     

考え方としてはドルが重たい､もっとも
比重が高いユーロが買われやすいと考
えるべきで　ドル円が常に売られるとは
限らない。
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（Jul 14） ドルインデックス　Daily

82を超えてくれば　ドル買いの流れとなると考えられますが、今
は　揉み合いが続き方向感ははっきりしない状態。ドル買い､ド
ル売りに決め打ちすることなく　流れに乗る戦略が望ましい。
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ドル円　日足　チャート

95.35

この場合、三角フラッグの中で揉み合いですが、日足の一目均衡表の雲
が上値にあり98円にかけての抵抗は強いと考えます。日脚のサポートラ
イン95.35近辺が下に抜けるとダウンサイドリスクが強まると考えます。

4おさらい（Jul　3）



ドル円　日足　チャート 5

95.35

日脚のサポートライン95.35近辺が切れて　三角フラッグの中の揉み合い
が下に抜け他相場。91.80～91.73で3回下値をとめてトリプルボトム反発
したが、94円台は相当に重たく見える。

（Jul 14）



ポンドドル　日足　チャート 6

1.6180

もみ合いが続くか､1.6180が切れ
て下落するか

おさらい（Jul　3）



ポンドドル　日足　チャート 7

1.6500の上では上値が重たくなり一旦1.6000めが
けて反落するも、日足の雲上限近くで反発。その
後雲の上で､神経質なもみ合いが続く。目先の方
向感は　はっきりせず揉み合いが続くイメージ。

（Jul 14）



ポンド円　日足　チャート

日足でヘッドアンドショルダーを作り落ちかけたが、6
月23日の安値154.07で切り返して反転。それでも160
円が重たく、リスクとしては155円割れが怖い。

8おさらい（Jul　3）



ポンド円　日足　チャート（Jul 14）

155円割れが怖いと前回コメントしましたが、155円が切
れてそのまま下落。日足の雲の下限を瞬間突き破りまし
たが、何とか戻してきました。ただし雲の上限を抜けて戻
るまでは安心できず､さらに155円が抵抗線となってしまう
可能性も残っています。まだ上値が重たいと考えていた
ほうが良いでしょう。
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Jul8　
91.80    

Jul10
91.77    

Jul13
91.73    

93.60

94.08

少なくともチャート的には　ドル円はトリプルボトムを打っ
て反発。時間足の雲を下から突き破って上昇したパター
ンであり目先は上値追いする可能性が高いチャートです
が、94.10から94.50にかけて上値が重たく方向は戻り売
りで考えたい。下がったとしても現在は92.50以下、92.00
にかけて下値が堅くなる可能性が高くなったと考えてい
る。

ドル円　時間足　チャート（Jul 15） 10

94.50



ポンドドル　時間足　チャート 11

1.6420-25

素直にチャートを見れば　1.6000からスタートした上昇トレンドチャネル
の中で　もう一段の上値を目指すような展開に見えます。1.6300の押し
目買いで　まずは1.6425を目指すイメージ。

1.6540-45

（Jul 15）

天井になる可能性はあります。



ポンド円　時間足　チャート 12

もみ合いながら　下値を切り上げて　現在はW　ボトム完
成（147円近辺）後の戻り高値を付けに行く展開。素直に
チャートを見れば　買い先行のオペレーションとなると考え
ます。追いかけて買いあがるのは危険だし、反落が怖い
ですから押し目買いで参入する。152.15または152.00以下
に下がったら損切りする方針で　押し目買い場探し。

155.35

（Jul 15）

152.35



＜リスク開示＞
このセミナーは、情報提供を目的としており、FX取引の勧誘を目的としたものではありません。また、実際の
市場動向とは異なる可能性があり 断定的判断を提供するものでもありません 当該セミナ の内容を予告市場動向とは異なる可能性があり、断定的判断を提供するものでもありません。当該セミナーの内容を予告
なく変更する場合もあります。

当該セミナーの内容および資料のご利用によりお客様に損失が生じた場合であっても、当社および当該セミ
ナーの講師（所属会社を含む。）は一切の責任を負いません。お取引につきましては、お客様ご自身の判断と
責任において行っていただきますようお願い申し上げます。

なお、セミナーに関する著作権は、当社および作成者に属します。お客様の私的使用目的以外での使用、他
人への譲渡や販売または再配信等を行うことはできません。

＜注意喚起＞
店頭外国為替証拠金取引は、レバレッジ効果（想定元本と比較して少額の資金で大きな取引ができる仕組み）
により、大きな利益を得る場合もありますが、元本（預託金）を上回る損失発生の可能性があり、元本や利益を
保証するものではございません保証するものではございません。
特に、マイナー通貨（流動性の低い通貨）の取引をされる場合、元本以上の損失発生の可能性が高くなります。
また、スワップポイント（通貨間の金利差調整額）についても通貨ペアやポジションの状態（売りまたは買い）
によっては、プラスの場合もあれば、マイナスの場合もあります。
当社では イ タ ネ トを通じて店頭外国為替証拠金取引サ ビ をご提供しておりますので お客様のパ当社では、インターネットを通じて店頭外国為替証拠金取引サービスをご提供しておりますので、お客様のパ
ソコン・インターネット環境や当社のシステムに不具合が生じた場合等、取引ができなくなる可能性があります。
また、お客様の取引の相手方は当社（相対取引）となっており、取引所取引とは異なりますので、契約締結前
交付書面をよくお読みいただき、内容をご理解の上、ご自身の判断によりお取引ください。

商号 ：JFX株式会社
業務内容：第一種金融商品取引業
登録番号：関東財務局長（金商）第238号
加入協会：金融先物取引業協会会員番号1503 
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